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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。
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はじめに

　プレートテクトニクスの観点からみると、日本は

活動的縁辺域に位置し、地震や火山活動が活発であ

る。地震活動は、海域から私たちの生活する陸域の

いずれにおいても活発であり、とくに活断層の活動

に代表される地殻変動はときに大災害をもたらす。

今回は、活断層やそれに伴う褶曲形成がどのように

理解されてきているのか、研究の現状について述べ

る。なお、地球科学現象は、３次元的な広がりをも

つが、ここでは２次元、つまり、断面として表され

る範囲に限定し、また紙幅の都合から簡略化して説

明する。

褶曲の形態的分類

　日本の内陸部には、水平方向からの圧縮力によっ

て断層や褶曲構造が発達する。褶曲構造については、

地質学のなかでも構造地質学と言われる分野で、長

年、検討されてきている。褶曲とは、単層または多

層が外力を受けて湾曲した形態をなしたもの与えら

れる名称である。褶曲は、層をなした様々な岩石中

で形成される。なお、ここでは地震との関連が重要

なので、地震を引き起

こす断層が活動する深

さに分布する層状の岩

石である非変成の堆積

岩を対象とする。

　このような岩石に発

達する代表的な褶曲

は、形態的特徴により、

相似褶曲、平行褶曲、

キンク褶曲に分類でき

る（図１）。褶曲する

地層は曲率半径を変え

ながら湾曲していく

が、その曲率半径の最

も小さい部分をヒンジ

といい、３次元的にこのヒンジを結んだものを褶曲

軸、褶曲軸が集まってできた面を褶曲軸面という。

相似褶曲は、褶曲軸面に平行に測定したそれぞれの

地層の厚さＴが変化しない褶曲のこという。平行褶

曲は、地層面に対して垂直に測定した地層の厚さＴ

が変化しない褶曲のことである。これらの褶曲はヒ

ンジ部が丸い形をしているが、キンク褶曲はこのヒ

ンジ部が角張った形をしており、ヒンジ部から離れ

た地層面は直線的な形状をなす。キンク褶曲のヒン

ジを連ねた褶曲軸面が、この軸面を挟んで両側の地

層面がなす角度を２等分すると、地層の厚さは変化

しない。図１(c)ではこの地層の変化しない場合を

示している。ここでは、堆積層を対象にしているの

で、これから先は平行褶曲や厚さの変化しないキン

ク褶曲を考えていく。

地下断面の作成

　地表地質調査、ボーリング調査や反射法地震探査

断面などから、地層の分布や境界位置、地層面の方

向に関わる基本情報が得られる。これらの情報を元

に地下の地層分布や地質構造を推定する。

　図２には、褶曲する地層の分布する地域における

地下断面図作成法のひとつで、従来から知られてい

るバスク法の概要を示す。図２(a)のように、アル

ファベットのa、b、c…とした地点で地層の境界と

傾斜方向の情報が得られたとする。バスク法では、

まずa点とb点で地層境界の傾斜に垂直な線を引

き、両者の交点１を中心とする交点１からa点まで

の距離を半径とする円弧を描く。次に、c点で地層

境界に垂直な線を引き、b点での地層境界に垂直な

線との交点２を求め、この交点を中心とし交点２か

らb点までの円弧を描く。a点で見られた境界はこ

の円の同心円を使ってさらに右方に延長する。e点

とf点の間のように同じ地層の境界が見られ、傾斜

の向きが反対になっている場合には、補助線を引い

て両点に境界線が通りように試行錯誤的に調整す

る。このことを繰り返し、地下の構造を推定する。

　この方法は、地表でのデータが同じであれば、地

下断面は作成者により違いが生じないという長所が

ある。しかしながら、地層が同心円状であることが

事前に分かっていればよいが、必ずしもそうではな

いことが多い。また、バスク法では、円弧を用いて

作成するため、上の方にある地層に比べて、下の方

にある地層の方がより“水平的”になってしまう。

このため、褶曲をほどいて、すべての地層を水平な

重なりとして初期の状態に復元したとき、下の方に

ある地層の長さが短くなってしまうという問題が生

じる。この点を考慮し、さらに改善を加える中で登

場したのが、断層関連褶曲である。これについては、

次回述べる。 （つづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一関市は、市議会の９月通常会

議で、一般会計補正予算の４号補

正の専決処分を報告したほか、５

号補正と６号補正を上程し議決を

得た。これらの補正予算には、６

月の豪雨で被災した農林施設や農

地、８月の豪雨で被災した農林施

設や農地、公共土木施設に関する

災害復旧費などが盛り込まれた。

　それぞれの概要は、４号補正に

農林施設災害復旧費3999万9000

円、農地災害復旧費800万円を措

置した。農林施設は、復旧工事実

施設計業務委託として1100万円、

復旧工事が2899万9000円で73カ

所。農地については、復旧工事実

施設計業務委託の費用となる。い

ずれも、６月15日から16日にかけ

ての豪雨により被災した箇所の復

旧を行うためのもの。

　５号補正での災害復旧費は、６

月15日から16日にかけての豪雨に

より被災した箇所の災害復旧を行

うための増額や地方債等充当によ

る財源振替を行う内容。農林施設

災害復旧費は2545万1000円で、復

旧工事４カ所となる。農地災害復

旧は、復旧工事３カ所に1221万60

00を充てる。

　６号補正は、農林施設災害復旧

費が復旧工事実施設計業務委託に

500万円、復旧工事130カ所に5187

万円の計5687万円となっている。

農地の災害復旧費は1978万3000円

で、復旧工事実施設計業務委託に

1300万円、復旧工事に678万3000

円の内訳で、復旧工事として17カ

所を想定する。

　公共土木施設の災害復旧費に

は、２億424万9000円が６号補正

に盛り込まれた。復旧工事測量設

計業務委託が5200万円、復旧工事

は266カ所に１億5224万9000円を

確保した。

　６号補正に盛り込まれた災害復

旧費は、農林施設と公共土木施設

が８月12日から13日にかけてと、

８月18日から20日にかけての豪雨

により被災した箇所の復旧を進め

るためのもの。農地は、８月に加

えて６月15日から16日にかけての

豪雨も含んでいる。

　このほか、８月の豪雨で被災し

た道路の維持補修に対応するため

の費用として、道路維持補修費に

9932万円。８月の豪雨で被災した

河川の維持補修に対応するための

費用として、河川維持補修費に30

0万円も６号補正で増額した。

　県南広域振興局農政部一関農村

整備センターは23年度から、一関

市大東町新山南の経営体育成基盤

整備事業で工事に入る。８月に同

局一関審査指導監から公告された

第１号工事は、設計図書に誤りが

あったため入札を取りやめ、10日

付で再公告された。（関連７面）

　新山南地区の全体計画は、整地

工72.4㌶、農道１万4448㍍、用水

路１万7021㍍、排水路１万724㍍、

暗渠排水19.1㌶が内容で、総事業

費は32億5000万円と試算。事業期

間は21～30年度までの見通し。

　整地工は30㌃が標準区画で、傾

斜のある箇所は20㌃とする計画。

農道は幅員5.0（4.0）㍍が標準の

砂利道。用水路はパイプラインで

口径75～300㍉を予定する。排水

路は口径300×300～900×900㍉で

コンクリートフリュームを見込

む。暗渠排水の整備により、余剰

労働力を活用した玉ねぎ等の高収

益作物の作付拡大が可能となる。

　同地区は一関市大東町大原地区

に位置し、国道343号大原バイパ

スの南側、傾斜地に広がるほ場地

帯。現状は10～20㌃の小区画で、

農道も幅員２㍍ほどと狭いことか

ら、効率的な営農が阻害されてい

る。用水路や排水路は大半が土水

路が土水路であり維持管理に多大

な労力を費やしているほか、水路

底が浅く農地の排水化が不十分な

ために水田の汎用化が困難な状態

にある。同センターは、経営体育

成基盤整備事業の導入をすること

で、効率的営農、農地利用集積の

促進、経営規模の拡大による担い

手の経営安定化を図る。

　施工は、中山間地区となる払川

工区から手を掛ける。10日付で再

公告された１号工事は、整地工2.

3㌶、道路工475.1㍍、用水路工74

8.8㍍、排水路工400.2㍍、取水工

２カ所、河川放流工２カ所、排水

施設現況取付工１カ所を進める。

　奥州市の補正予算に盛り込まれ

た各施設の復旧事業一覧は次の通

り。農地農業用施設は地区名に続

き、①工種②被害状況③被害規模

④復旧工法⑤被害額（千円）－の

順。林業施設は林道名に続き①被

害状況②復旧費用（千円）－の順。

土木施設は路線名・河川名に続き

①場所②被害内容③復旧方法等－

の順。

　◇ 号補正

　〈農地農業用施設〉

　▽玉里新田前①道路②法面崩落

③L=10.0、H=2.5④カゴ工⑤1,200

　▽玉里新田前①排水②法面崩落

③L=10.0、H=2.0④カゴ工⑤1,300

　▽玉里大松沢①道路②法面崩落

③L=10.0、H=1.0④カゴ工⑤800

　▽玉里青篠①用排②法面崩落③

L=40.0、H=2.0④法面補修⑤1,300

　▽玉篠青篠①用排②法面崩落③

L=10.0、H=2.0④法面補修⑤600

　▽玉里青篠①用排②法面崩落③

L=6.0、H=6.0④法面補修⑤400

　▽玉里青篠①用排②法面崩落③

L=8.0、H=6.0④法面補修⑤400

　▽玉里小菅生沢①道路②法面崩

落③L=6.0、H=2.0④法面補修⑤4

00

　▽玉里小菅生沢①道路②法面崩

落③L=10.0、H=2.0④法面補修⑤

500

　▽玉里小菅生沢①用排②法面崩

落③L=10.0、H=1.0④法面補修⑤

400

　▽玉里白山通①排水②路肩崩落

③L=8.0、H=1.5④法面補修⑤1,00

0

　▽玉里白山通①道路②路面洗堀

③L=60.0④路面補修⑤400

　▽玉里白山通①用排②法面崩落

③L=2.0、H=2.0④法面補修⑤200

　▽玉里峯ノ後①道路②法面崩落

③L=5.0、H=2.0④法面補修⑤600

　▽玉里長倉沢①用排②法面崩落

③L=10.0、H=4.0④法面補修⑤1,0

00

　▽玉里森下①道路②法面崩落③

L=10.0、H=1.0④法面補修⑤200

　▽玉里六百刈田沢①排水②横断

管破損③L=4.0④横断管補修⑤60

0

　▽玉里六百刈田沢①排水②法面

崩落③L=4.0、H=5.0④カゴ工⑤1,

000

　▽玉里矢ノ目沢①排水②法面崩

落③L=5.0、H=7.0④法面補修⑤1,

200

　▽玉里巽沢①排水②法面崩落③

L=8.0、H=2.0④法面補修⑤300

　▽玉里老耳①道路②法面崩落③

L=10.0、H=1.0④法面補修⑤500

　▽玉里老耳①排水②法面崩落③

L=4.0、H=1.5④法面補修⑤400

　▽玉里老耳①道路②法面崩落③

L=6.0、H=2.0④法面補修⑤400

（つづく）


